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ＩＰＣ／ＦＩガイド 
 
深掘した調査を行う上でのガイドとしてもご利用いただけます。深掘調査には特許分類 IPC（国際特許分

類）や日本特許庁独自の FI（ファイルインデックス）を使うと便利です。この IPC/FI ガイドでは、本書

で実際にとりあげた全アングルの特許情報に用いられている IPC と FI を抽出し、掲載しています。実際

の公報に付与されている IPC と FI を知り、それに基づいて類似の公報を探る場合の手がかりとしてご利

用いただくことを目的としています。IPC、FI の説明は「特許電子図書館パテントマップガイダンス」を

ご参照ください。 

「特許電子図書館パテントマップガイダンス」http://www5.ipdl.inpit.go.jp/pmgs1/pmgs1/pmgs 

嗅覚と技術 上位 5 位のＩＰＣ／ＦＩ 

・ 頻出度上位 5 位までを掲載しています。 
・ IPC は発明情報、付加情報の区別なく集計しています。 
・ FI は公報フロントページではなく、審査経過情報に付与されている FI を記載しています。編集時点で審査経過

情報の無いものは除いています。 
 

 

嗅覚情報の応用：１５件 

ＩＰＣ 件数 ＦＩ 件数 

C07K14/705 (20060101) 6 C07K 14/705       6 

C12Q1/02 (20060101) 6 C12P 21/02      C 4 

C12N15/09 (20060101) 6 C12Q  1/02   ZNA  4 

C12Q1/68 (20060101) 5 C12N 15/00      A 4 

C12N5/10 (20060101) 5 C12Q  1/68      Z 3 

   C12N  5/00   102  3 

     

嗅覚ディスプレイ：１２件 

ＩＰＣ 件数 ＦＩ 件数 

G09F19/00 (20060101) 8 G09F 19/00      J 6 

A61L9/12 (20060101) 8 A61L  9/12        6 

G09F9/00 (20060101) 7 A61L  9/14        3 

A61L9/14 (20060101) 3 G09F  9/00   362  3 

G06F3/01 (20060101) 2 B05B 17/06        2 

A63J5/02 (20060101) 2 A63J  5/02        2 

B05B17/06 (20060101) 2   
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嗅覚情報の応用 

 

アングルの定義 

匂い情報による物質の特定や人の印象を評価する方法、嗅覚受容体の応答を利用したスクリーニング、

物質の同定などに関する発明を取り上げています。 

 

ＩＰＣ 件数 ＦＩ 件数 

C07K14/705 (20060101) 6 C07K 14/705       6 

C12Q1/02 (20060101) 6 C12P 21/02      C 4 

C12N15/09 (20060101) 6 C12Q  1/02   ZNA  4 

C12Q1/68 (20060101) 5 C12N 15/00      A 4 

C12N5/10 (20060101) 5 C12Q  1/68      Z 3 

   C12N  5/00   102  3 
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公開特許ＪＰ抄録
特開2013-176191
（Ｐ２０１３－１７６１９１Ａ）

(43)公開日  平成25年(2013)9月5日審査請求  未請求  請求項の数10  ＯＬ （全20頁）

(21)特願2012-38039

(22)平成24年(2012)2月23日

(51)Int.Cl.                                  ＦＩテーマコート゛（参考）

   H02G   1/06    (2006.01) 5G369             H02G   1/06      501 A  
   F16L   1/024   (2006.01)                   F16L   1/02          V  
   H02G   9/02    (2006.01)                   F16L   1/02          Z  
                                              H02G   9/02          E  

【Ｆターム】5G369 AA17  BA01  DA04  

(71)出願人  大阪瓦斯株式会社 大阪府大阪市中央区平野町四丁目１番２号

(71)出願人  ヨツギ株式会社 大阪府大阪市西区立売堀４丁目５番２１号

(72)発明者  樋口  裕思（外3名）

(54)【発明の名称】埋設物防護体

(57)【要約】

【課題】  ガス管などの長手状埋設物が地中に埋設され

ていることを嗅覚的または視覚的に検知可能にし、長手

状埋設物が掘削機械によって損傷を受けるのを防護する

ことができる埋設物防護体を提供する。

【解決手段】  埋設物防護体１００は、埋設物カバー体

１とシート体２と知覚剤３とを含む。埋設物カバー体１

は、長手状埋設物１０２を上方から覆うものであり、一

部分が重なるように折込まれた折込み部１１を有する。

シート体２は、少なくとも前記折込み部１１を覆うよう

に埋設物カバー体１上に積層される。そして、知覚剤３

は、シート体２に含有され、臭気物質または着色物質が

外皮層によって被覆されたものであり、埋設物カバー体

１に外力が付加されて、少なくとも折込み部１１が変形

することによって外皮層が破壊されたときに、臭気物質

または着色物質が放散される。

【選択図】      図１

【技術分野】

【０００１】

本発明は、ガス管などの長手状埋設物が地中に埋設され

ていることを嗅覚的または視覚的に検知可能にし、長手

状埋設物が掘削機械によって損傷を受けるのを防護する

埋設物防護体に関する。

【特許請求の範囲】

【請求項１】

地中に埋設される長手状の埋設物を外方から覆う埋設物

カバー体であって、一部分が重なるように折込まれた折

込み部を有する埋設物カバー体と、

少なくとも前記折込み部を覆うように前記埋設物カバー

体上に積層されるシート体と、

前記シート体に含有され、臭気物質が外皮層によって被

覆された発臭剤であって、前記埋設物カバー体に外力が

付加されて、少なくとも前記折込み部が変形することに

よって、前記外皮層が破壊されたときに、前記臭気物質

が放散される発臭剤と、を含むことを特徴とする埋設物

防護体。

【請求項２】

前記シート体は、

前記発臭剤を含み、前記埋設物カバー体上に粘着して設

けられる粘着層と、

ガスバリア性を有し、前記粘着層に積層されるガスバリ

ア層と、を含むことを特徴とする請求項１に記載の埋設

物防護体。

【請求項３】

［続きあり］

嗅覚情報の応用  

SAMPLE



 

 

 

  

医学と医療 

 

アングルの定義 

嗅覚受容体の同定や受容体細胞に係る操作、嗅覚機能不全の改善などに関する発明を取り上げていま

す。 

 

ＩＰＣ 件数 ＦＩ 件数 

C12Q1/68 (20060101) 10 C12N 15/00      A 11 

C12N15/09 (20060101) 10 C12Q  1/68   ZNAZ 7 

C12Q1/02 (20060101) 3 C12Q  1/68   ZNAA 4 

A61P25/00 (20060101) 3 C12Q  1/68      Z 3 

C12N5/10 (20060101) 3 C12N  5/00   102  3 

   A61P 25/00        3 

   C12Q  1/02        3 
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公開特許ＪＰ抄録
特開2013-230140
（Ｐ２０１３－２３０１４０Ａ）

(43)公開日  平成25年(2013)11月14日審査請求  有  請求項の数4  ＯＬ （全18頁）

(21)特願2013-47485

(22)平成25年(2013)3月11日

(51)Int.Cl.                                  ＦＩテーマコート゛（参考）

   C12Q   1/68    (2006.01) 4B024             C12Q   1/68          Z  
   C12N  15/09    (2006.01) 4B063             C12N  15/00          A  

優(31)特願2012-86114

先(32)平成24年(2012)4月5日

権(33)日本国(JP)

【Ｆターム】4B024 AA20  CA02  CA20  HA11  

            4B063 QA13  QA18  QQ02  QQ53  

                  QR62  QS14  QS25  QS38  

(71)出願人  パナソニック株式会社 大阪府門真市大字門真１００６番地

(72)発明者  鈴木  雅登

(54)【発明の名称】１個の嗅覚細胞に含まれる嗅覚受容体を特定する方法

(57)【要約】      （修正有）

【課題】１個の嗅覚細胞に含まれる嗅覚受容体を特定す

る新規な方法が提供される。

【解決手段】１個の嗅覚細胞に含まれる嗅覚受容体を、

マウス嗅覚受容体群Ａの中から特定する方法であって、

特定の配列によって表されるフォワードプライマー、お

よびリバースプライマーを用いるＰＣＲ法によって、１

個の嗅覚細胞に含有されるｍＲＮＡから逆転写酵素を用

いて得られたｃＤＮＡを増幅し、増幅されたｃＤＮＡの

遺伝子配列が、マウス嗅覚受容体群Ａに含まれる嗅覚受

容体をコードする遺伝子配列に含まれる１つの遺伝子配

列と一致するかどうかを判定する。

【選択図】図１

【技術分野】

【０００１】

本発明は、１個の嗅覚細胞に含まれる嗅覚受容体を特定

する方法に関する。

【特許請求の範囲】

【請求項１】

１個の嗅覚細胞に含まれる嗅覚受容体を、マウス嗅覚受

容体群Ａの中から特定する方法であって、以下の工程を

具備する：

（ａ）  １個の嗅覚細胞を得る工程

（ｂ）  工程（ａ）において得られた１個の嗅覚細胞か

らｍＲＮＡを抽出する工程

（ｃ）  工程（ｂ）において抽出されたｍＲＮＡから逆

転写酵素を用いてｃＤＮＡを得る工程、

（ｄ）  （配列番号：０１）によって表されるフォワー

ドプライマー、および（配列番号：０２）によって表さ

れるリバースプライマーを用いるＰＣＲ法によって、工

程（ｃ）において得られたｃＤＮＡを増幅する工程、こ

こで、

配列番号：０１は、Ａ（アデニン）－Ｔ（チミン）－Ｇ

（グアニン）－Ｇ（グアニン）－Ｃ（シトシン）－Ｉ（

イノシン）－Ｔ（チミン）－Ａ（アデニン）－Ｙ（チミ

ン又はシトシン）－Ｇ（グアニン）－Ａ（アデニン）－

Ｙ（チミン又はシトシン）－Ｍ（アデニン又はシトシン

）－Ｇ（グアニン）－Ｉ（イノシン）－Ｔ（チミン）－

Ａ（アデニン）－Ｙ（チミン又はシトシン）－Ｇ（グア

ニン）－Ｔ（チミン）－Ｉ（イノシン）－Ｇ（グアニン

［続きあり］

医学と医療

SAMPLE



 

 

 

  

匂いセンサー 

 

アングルの定義 

匂いセンサーと匂いセンサーを組み込んだ装置などに関する発明を取り上げています。 

 

ＩＰＣ 件数 ＦＩ 件数 

G01N21/78 (20060101) 1 H04M  1/73        1 

G08B21/16 (20060101) 1 G01N 27/12      B 1 

G01N27/12 (20060101) 1 G01N 27/04      F 1 

A61L9/03 (20060101) 1 A01M  1/20      F 1 

H04M1/73 (20060101) 1 G08B 21/16        1 

A61L9/14 (20060101) 1 A61L  9/03        1 

G01N27/04 (20060101) 1 G01N 21/78      C 1 

C12M1/40 (20060101) 1 A61L  9/14        1 

G08B21/10 (20060101) 1 G01N 27/04      Z 1 

C12N5/10 (20060101) 1 C12M  1/40      B 1 

H04M1/00 (20060101) 1 G08B 21/10        1 

G01M3/00 (20060101) 1 C12N  5/00   102  1 

A01M1/20 (20060101) 1 H04M  1/00      R 1 

G01M3/20 (20060101) 1 G01M  3/00      D 1 

   以下、続く  
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公開特許ＪＰ抄録
特開2013-27376
（Ｐ２０１３－２７３７６Ａ）

(43)公開日  平成25年(2013)2月7日審査請求  未請求  請求項の数6  ＯＬ （全19頁）

(21)特願2011-167293

(22)平成23年(2011)7月29日

(51)Int.Cl.                                  ＦＩテーマコート゛（参考）

   C12M   1/40    (2006.01) 2G054             C12M   1/40          B  
   G01N  21/78    (2006.01) 4B029             G01N  21/78          C  
   C12N   5/10    (2006.01) 4B065             C12N   5/00      102    

【Ｆターム】2G054 AA01  AB07  AB10  CA30  

                  CE02  EA02  FA06  FA12  

                  FA19  

(71)出願人  神崎  亮平 東京都目黒区駒場４－６－１  国立大学法人東京大学先*

(71)出願人  セコム株式会社 東京都渋谷区神宮前一丁目５番１号

(72)発明者  光野  秀文（外2名）

(54)【発明の名称】匂いセンサ

［続きあり］

(57)【要約】      （修正有）

【課題】対象となる匂い物質を検出でき、かつ長期間使

用可能な匂いセンサを提供する。

【解決手段】基板３上に設けられた容器４に、昆虫の嗅

覚受容体タンパク質及び蛍光タンパク質を共発現してい

るスポドプテラ・フルギペルダ（Spodoptera frugiperd

a）細胞であって、検出対象となる匂い物質を含む試料

を接触させることによって前記細胞内イオン濃度の変化

に基づいて光を発する細胞を保持してなる、細胞チップ

と、前記光を検出すると信号を出力するセンサ１２と、

前記信号に基づいて前記匂い物質を検出する判定器１３

と、を有する、匂いセンサ。

【選択図】図１

【技術分野】

【０００１】

本発明は、昆虫の嗅覚受容体タンパク質を遺伝子工学に

より再構成した培養細胞を用いる匂いセンサに関する。

【特許請求の範囲】

【請求項１】

基板上に設けられた容器に、昆虫の嗅覚受容体タンパク

質及び蛍光タンパク質を共発現しているスポドプテラ・

フルギペルダ（Spodoptera frugiperda）細胞であって

、検出対象となる匂い物質を含む試料を接触させること

によって前記細胞内イオン濃度の変化に基づいて光を発

する細胞を保持してなる、細胞チップと、

前記光を検出すると信号を出力するセンサと、

前記信号に基づいて前記匂い物質を検出する判定器と、

を有する、匂いセンサ。

【請求項２】

前記容器は複数個存在し、その複数個の容器の各々に保

持された前記細胞は、検出対象となる異なった種類の匂

い物質に対して互いに異なった昆虫の嗅覚受容体タンパ

ク質を発現し、かつ前記匂い物質を含む試料を前記複数

個の容器の各々に接触させることによって光を発し、

前記センサは、前記複数個の容器の各々における光を検

出すると信号を出力し、

前記判定器は、前記各信号に基づいて異なった種類の匂

い物質を検出する、請求項１に記載の匂いセンサ。

【請求項３】

前記出力するセンサが光の強度に応じた信号を出力し、

［続きあり］

匂いセンサー 

SAMPLE



 

 

 

  

芳香の利用 

 

アングルの定義 

香料、経口フレグランス、芳香の効果を利用した装置などに関する発明を取り上げています。 

 

ＩＰＣ 件数 ＦＩ 件数 

C11B9/00 (20060101) 3 C11B  9/00      Z 3 

C07C209/12 (20060101) 2 C07C209/12        2 

A61K8/31 (20060101) 2 A61K  8/31        2 

A61K8/34 (20060101) 2 A61K  8/34        2 

C07C211/63 (20060101) 2 C07C211/63        2 

A61L9/12 (20060101) 2 A61L  9/12        2 

A61Q13/00 (20060101) 2 A61Q 13/00   101  2 

     
 

SAMPLE



公開特許ＪＰ抄録
特開2013-35857
（Ｐ２０１３－３５８５７Ａ）

(43)公開日  平成25年(2013)2月21日審査請求  有  請求項の数20  ＯＬ （全13頁）

(21)特願2012-209879

(62)特願2007-539169の分割

原願  平成17年(2005)10月28日

(22)平成24年(2012)9月24日

(51)Int.Cl.                                  ＦＩテーマコート゛（参考）

   A61K   8/31    (2006.01) 4C083             A61K   8/31             
   A61K   8/02    (2006.01)                   A61K   8/02             
   A61K   8/42    (2006.01)                   A61K   8/42             
   A61K   8/44    (2006.01)                   A61K   8/44             
   A61K   8/19    (2006.01)                   A61K   8/19             

優(31)60/624,608

先(32)平成16年(2004)11月3日

権(33)米国(US)

優(31)11/260,116

先(32)平成17年(2005)10月27日

権(33)米国(US)

【Ｆターム】4C083 AA161 AB172 AB211 AB282 

                  AB471 AB472 AC011 AC012 

                  AC122 AC132 AC581 AC641 

(71)出願人  コルゲート・パーモリブ・カンパニー アメリカ合衆国ニューヨーク州１００２２，ニューヨー*

(72)発明者  リン，ノラ・シー（外2名）

(54)【発明の名称】後発泡歯科用ムース及びその利用方法

［続きあり］

(57)【要約】      （修正有）

【課題】美的、嗅覚の及び味覚の利益を提供すると同時

に、従来の歯磨き剤と同様のまたはより良好な治療上の

利益を有する口腔用ケアムースの提供。

【解決手段】（ａ）界面活性剤及び湿潤剤を含む歯磨き

剤組成物と；（ｂ）沸点約－１０℃未満を有する圧縮液

体推進剤と；を含む後発泡口腔用ケアムースにおいて、

（ａ）の前記組成物は粘度約３０，０００センチポアズ

未満を有し、前記ムースは、約５秒未満で少なくとも約

１００体積％膨張するゲルとして吐出される、前記後発

泡口腔用ケアムース。

【選択図】図１

【技術分野】

【０００１】

関連出願に対するクロスリファレンス

本出願は、２００４年１１月３日に出願され、内容を本

明細書において参考のために引用する米国仮出願第60/6

24,608号に対する優先権の利益を請求する。

【特許請求の範囲】

【請求項１】

（ａ）陰イオン性および両性界面活性剤、香味料、及び

湿潤剤を含む歯磨き剤組成物と；

（ｂ）沸点－１０℃未満を有する圧縮液体推進剤と；

を含む後発泡口腔用ケアムースにおいて、（ａ）の前記

組成物は、推進剤を加える前に、ブルックフィールド粘

度計、モデルＲＶＴＤＶ－ＩＩ、スピンドルＥ、５rpm

により決定すると、粘度３０，０００センチポアズ未満

を有し、前記ムースは、５秒未満で少なくとも１００体

積％膨張するゲルとして吐出され、前記ムースを使用者

の口腔に適用した時に、６０秒での前記ムースの香味料

放出ピーク高さ（Ｐｍ ）は、同じ香味料を含む対照組成

物の香味料放出ピーク高さ（Ｐｐ ）を超え、

Ｐｍ とＰｐ との間の差は２５％～４０％である、前記後

発泡口腔用ケアムース。

【請求項２】

（ａ）の前記組成物は粘度１８，０００～２３，０００

センチポアズを有する、請求項１に記載のムース。

【請求項３】

前記ムースは３秒未満で少なくとも１００体積％膨張す

［続きあり］

芳香の利用  
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